
































Development of Experimental Teaching Materials for Starch Digestion in Junior High 
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 KASAHARA Megumi KIMURA Ibuki AMEMIYA Kuni HINATA Yasuhito
　消化の内容は，小学校第 6 学年「人の体のつくりと働き」，中学校第 2 学年「動物の体のつくりと働き」で学習する。
中学校第 2 学年の教科書では，唾液によりデンプンが分解されて麦芽糖などになる実験が記載されている。この実験では，
体温を想定した約 40℃での保温を 5 ～ 10 分間行うようになっている。しかし，日常生活において，常に体温程度の食物
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体）を作製した。片栗粉 10 ｇに対して水 15ml を混ぜ，





















　2019 年 10 月下旬から 11 月初旬にかけて兵庫教育大
学附属中学校 2 年生 3 クラス 97 名で授業実践を行った。
１クラスの実験は 8 班で行った。前時の実験として，唾


























30,50,70U/ml に調整したものを 2ml 使用した。米飯 2g
をチャック付きビニール袋に入れ，その中にアミラーゼ
2ml を加え，米とアミラーゼがよく混ざるように揉みな
がら 40℃のウォーターバスで 15 秒，30 秒，1 分間保温
教科書












濃度 1% 0.34% 0.5% 0.5% 1%
保温方法 40℃の湯 40℃の湯 手で握る 36℃の水 35-40℃の湯



























































































































約 10g，1 日に出る唾液量が 1.5ℓと推定し（厚生労働省　
e- ヘルスネット），1 食あたり 500㎖と考えた。また，1
食あたり約 50 口と仮定し，1 口あたり 10㎖の唾液が出
ているとした。米とアミラーゼを 1 対 1 で反応させ扱い



































て米飯 2g を使用し，70U/ml 濃度のアミラーゼを 2ml 使
う。そして，チャック付きビニール袋に入れ，約 40℃
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1回目 0.8％ 1.4％ 2.2％
2回目 0.8％ 1.0％ 1.8％
3回目 0.5％ 1.6％ 2.5％
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